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仁摩小・中学校 学校支援ボランティアの地域推進

「ふれ愛の郷 仁摩づくり」

大田市立仁摩公民館

１ 仁摩公民館の概要

大田市仁摩町は、島根県の中央部・日本海側に位置し、鳴り砂で有名な馬路の琴ヶ

浜がある。また馬路の鞆ヶ浦は石見銀山の積み出し港として銀の通り道にもなってい

た。人口約４，６００人、世帯数約１，８００世帯（平成１７年国勢調査）で、高齢

化率は、３８．６％(平成２２年２月１日現在)である。町内には、小学校１校（仁

摩小学校）、中学校１校（仁摩中学校）、高校１校（邇摩高校）がある。

仁摩公民館は、仁摩中央公民館として昭和４７年に建設され現在に至っている。平

成１７年１０月大田市・邇摩郡の合併に伴って、公民館の仕組みが新しくなり、平成

２１年度より７つのブロック単位ごとに新公民館が設置された。仁摩ブロックでは、

「仁摩公民館」と、４地区（仁万、宅野、大国、馬路）に「まちづくりセンター」が

それぞれ新設され、全町をあげての地域づくりの体制が整ってきた。

２ 事業の概要

（１）はじめに

①実証事業名 仁摩小・中学校 学校支援ボランティア地域推進事業

「ふれ愛の郷 仁摩づくり」

②実証事業のテーマ

声かけて、笑顔で創る、「ふれ愛の郷・仁摩」

－仁摩小・中学校と、ボランティア団体との連携を通して－

③実証事業のねらい

本事業は、仁摩小・中学校へのボランティアによる学校支援活動を一層進展させ

るとともに、町民のボランティア活動に対する意識高揚と各種団体相互の地域連帯

感の醸成、いわゆる「元気なまちづくり」を推進することをねらいとしている。

仁摩小・仁摩中学校へのボランティア支援活動（地域の学校応援団）

笑顔声かけ

つ 平成２０～２２年度 平成２１年度～ ：〈助成事業導入〉 連帯感醸成 ふ

な 「学校支援地域本部事業」 + 「実証！『地域力』醸成プログラム事業」 ＝「元気なま れ

が 校内活動（授業・活動 （新公民館+まちづくりセンター連携） ちづくり」 あ

る 等支援） 校内+校外活動〈見守り・地域交流〉 ↑↓ い

地域団体連携

学校・家庭・地域の連携協力（＝地域の教育力の向上）
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（２）具体的な取り組み

①「大田市学校支援地域本部事業」（仁摩中学校区）への学校支援ボランティアの

推進（二年次）

ア ５月：学校支援地域本部事業の１年目の活動や学校との連携についての反省

と今年度事業計画検討

イ ５月：「地域教育協議会」を開催。２年目の組織づくりや活動予定について

の協議実施

ウ 仁摩小学校への主な支援活動

○サツマイモの畑づくり、苗植え、収穫等：馬路にぼしの会（１１名）

○花壇草取り：仁摩老人クラブ（１４名）

○環境整備 ：宅野・げんき会（８名）

○家庭科授業支援活動５・６年生：宅野からしま女性会（６名）

エ 仁摩中学校への主な支援活動

○学校図書館：おはなし会ころりん(９名）

○環境整備：大国・尾土井博さん（２名）、宅野・げんき会（８名）、仁万・グ

ラウンドゴルフの会（４名）

○家庭科授業支援活動：大国・婦人会（９名）

②「仁摩の子ども見守り隊」の立ち上げと「笑顔声かけ運動」の推進

ア ５月：実証！「地域力」醸成プログラム事業の申請

イ ６月：「仁摩の子ども見守り隊」の世話人会開催

ウ ６月：「仁摩の子ども見守り隊」の設立総会開催

エ ７月：「青パト隊講習会」開催 各地区有志（リーダー育成：１１名）

オ ８月：見守り隊役員会開催（出発式関係確認：１２名）

カ ９月：見守り隊出発式開催（約３００人参加）

キ ９月～３月：毎週月曜日の見守り活動実施（有線放送で連絡）

○街頭見守り隊：各地区老人会・婦人の会（１４団体：計１１３名）

○個人ボランティア隊：有志（計２４名）

○青色パトロール隊：（計２０名）

ク １０月：青パト隊連絡会（秋の見守り活動：協議）

ケ 笑顔声かけ強化運動の実施（街頭・個人・青パト隊）
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○秋の笑顔声かけ強化運動９／７～９／１６（約１０日間）

○冬の笑顔声かけ強化運動１／１８～１／２７（約１０日間）

コ 中学生の下校時見守り運動の実施（青パト隊：２０台）

○秋の部活見守り運動１０／１９～１１／１７（約１月間）

○歳末見守り運動１２／１～１２／２１（約２０日間）

サ ３月：「仁摩の子ども見守り隊」の意見交換会を実施して反省

③「ふれ愛：クリーン＆グリーン（Ｃ＆Ｇ）活動」の実施

ア 趣旨：「実証！『地域力』醸成プログラム事業」の実施を受け、公民館とま

ちづくりセンターが相互に協力して、環境美化やエコ活動につながる異世代間

交流（ふれ愛交流）を実施した。

イ ７月：まちづくりセンターへ事業説明会開催

ウ ７月：まちづくりセンター会議で協議及び資材運搬

エ ７／２８「大国：クリーン＆グリーン活動実施」

オ ７／３１「宅野：クリーン＆グリーン活動実施」

カ ８／ ３「馬路：クリーン＆グリーン活動実施」

キ ８／ ５「仁万：クリーン＆グリーン活動実施」

３ 事業の成果と課題

（１）「大田市学校支援地域本部事業」の支援ボランティアの推進（二年次）

①学校支援への理解もしだいに広がり、家庭科学習（調理・ミシン活用支援）や生

活・総合的な学習の時間（野菜栽培・調理支援）への支援活動が実施できた。

②学校周辺の環境整備で草刈りや剪定の作業活動が実施できた。

③登下校時の見守り活動体制が整備中である。（仁摩の子ども見守り隊として）

④放課後活動支援体制の整備が課題である。

⑤その他[仁摩小では、ふるさと教育としてクラブ活動（器楽１名・軽スポーツ

１名・囲碁３名・パソコン１名・手話１名）に地域人材を活用している。]

（２）「仁摩の子ども見守り隊」の立ち上げと「笑顔・声かけ運動」の推進

①「仁摩の子ども見守り隊」の組織の立ち上げ

と活動を開始できた。組織では、４地区の

まちづくりセンターとの連携で、街頭見守

り隊、青色パトロール隊等の見守り活動の

組織ができた。見守り隊として、４地区の

老人クラブと３地区の婦人の会の皆さんに

見守り活動へのボランティア支援をいただ

いたのが大変貴重な支援となった。

②見守りグッズ（帽子とベスト）と桃太郎旗

を購入し、意識高揚を図った。

③中学生の下校時の見守りが、「時間が遅い」「自転車通学」「４地区に分散」等で
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難しかったが、青パト隊を２０名に増員したことで、広範囲で行動的見守り運動

が可能になり、組織的かつ継続的な活動を実施することができた。特に１１月中

旬まで実施した「秋の部活動実施中の下校時見守り運動」は、生徒や保護者にか

なりの下校時の安心感を持っていただけたと感じている。

④見守り意識強化と連帯感醸成のため、定期的に「笑顔声かけ強化運動」を実施し

たが、今後ともこうした意識高揚と見守り運動の継続化が課題である。また、献

身的な活動者への感謝や表敬の機会を持つ必要性を感じた。（総会等で感謝の意

を表す機会を持つよう計画したい。）

⑤課題として、主要な団体である「ＰＴＡ」の見守り活動への参画の在り方が挙げ

られる。以前の組織は、ＰＴＡが主体であったが、年度が移っていくと意識が薄

れていき、見守り活動が消滅した点を反省し、今後の参画の方法等を検討してい

きたい。

（３）「ふれ愛：クリーン＆グリーン（Ｃ＆Ｇ）活動」の実施

①地域の環境美化を意識して、道端のゴミ拾いなどのクリーン活動と花づくりなど

の緑を増やすグリーン活動を、地域の小学生と地域の方との異世代間交流として

実施することができた。

②公民館と４地区に新設されたまちづくりセンターと連携して、地域性のある企画

で実施した。主な内容は次のとおりである。

○仁万地区の「Ｃ＆Ｇ活動」：健康公園のゴミ拾い

・プランターへの花植え、エコバックつくりなど

（参加者：小学生２２名・高校生４名・大人２４名）

○宅野地区のＣ＆Ｇ活動：プランターへの花植え、

草取り、盆踊り教室、そうめん流し等

（参加者：小学生２４名・大人１６名）

○大国地区のＣ＆Ｇ活動：まきづくり、草取り、プランターへの花植え、水鉄砲

づくりなど（参加者：小学生１２名・大人３１名）

○馬路地区のＣ＆Ｇ活動：プランターへの花植え、清掃、ごみ拾い等

（参加者：小学生１０名・大人１１名）

４ 今後の方向性

（１）今後もテーマにそって仁摩地区の学校・家庭・地域の連携を進め、地域の教育力

の向上に努める。そのために、引き続き「学校支援地域本部事業」の趣旨を生かし

ながら、仁摩小・中学校支援ボランティアの継続化や定着化、及び地域のボランテ

ィア人材発掘や活用の促進に努める。

（２）今後も「実証！『地域力』醸成プログラム事業」を受け、継続して地域での安心

安全や環境保全活動の促進を図るため、一層の意識啓発学習やふれ合い（愛）交流

活動を工夫実践することや、不十分である見守りグッズ等の補充整備をしていく予

定である。


